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1.『 蒙 古托 戚 彙 集』 につ いて

『蒙 古托 戒 彙集(も うこと どい しゅ う)』 は、清朝 の 嘉慶2年(1797年)の 序 を もつモ ン

ゴル 語 ・オ イ ラー ト文語 ・満 洲 語 ・漢 語 の4言 語 対 照語 彙集 で あ る。 編 者 は 、満 洲語 ・漢

語 ・モ ン ゴル 語 の3言 語 対 照辞 典 と して 人 口に膳 爽 した 『三 合便 覧 』 の編 者 と して も名 高

い富俊 で あ る(注1)。 同 書 は全8冊 か らな る写本 で、 中国北 京 の故 宮博 物 院 図書 館 に蔵 さ

れて い る孤 本 で あ るが 、 中国 国家 図 書館 と北京 大 学 図書 館 に はそ れ ぞれ 青 写真 に よ る複 製

本が所 蔵 され てお り、北京 大学 図 書館 所蔵 本 には 「托 武 大字 彙 」とい う題 が付 され て い る。

『蒙古 托 武彙 集 』 に 関す る情 報 は満 洲語 図 書 目録(注2)や モ ン ゴル 語 図 書 目録(注3)

に 載 録 され て い るが 、春 花[2008:314-317]で 詳 しい書 誌 情報 を知 る こ とが で き る。 目

録類 の 中 には 同書 の題 名 を 「蒙 古托 武彙 書 」 とす る ものが あ り、 また北 京 大 学所 蔵 の複 製

本の題 名 は 「托 戒 大 字 彙」 とな っ てい る が、満 洲 語 ・モ ン ゴル 語 ・オイ ラー ト文 語 ・漢 語

が併 記 され た 同書 の 序 に は、 次 の よ うに名 づ け られ て お り、 これ を正式 な題名 と見 なす こ

とが で き る(注4)。

マ黄洲 言吾:monggotothergeniacamjahaisabun

モ ン ゴル語:mongγultodUsUg・iyerneyileldUgU1・U・gsen6uγlalγ 一a

オ イ ラー ト文 語:mongγ01todUJUg+iyinneyilUUI・senごuqluu1γa

漢 語:蒙 古托 武彙 集

同書 は 、上 述 の よ うに8冊 か らな るモ ン ゴル 語 、 オイ ラー ト文語 、満 洲語 、 漢語 の 対訳

語彙集 で あ るが 、第1冊 の巻頭 に は富俊 に よる序(13丁25頁)、 トド文 字 の字 母 表(2丁
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3頁)、 オイ ラー ト文語のテキス ト(6丁12頁)が 付 されている。本体の語彙集 は、モ ン

ゴル語の文語(モ ンゴル文字表記)と 口語(満 洲文字表記)、オイラー ト文語(ト ド文字)、

満洲語(満 洲文字)、 漢語(漢 字)の5種 類の単語が1行 に並べ られている。つま り、1行

は5段 か らな り、上の5種 類の単語がそれぞれの段に置かれている。1頁 に8行 が配 され 、

最上段 のモンゴル文語の単語は字母順(十 二字頭順)に 配列 されている。 見出し語の字母

順の配列 と対照語彙 を一行に並べる体裁は、『三合便覧』に範を取 ったものである。

富俊 による 『蒙古托戒彙集』の 「序」には、同書を編纂 した経緯が述べ られている。 中

でも興味深いのは、オイラー ト文語を新たに加 え、配列順をモ ンゴル文語の字母順 にした

理 由について書かれていることである。次は、「序」の全訳である(注5)。

(1a)古 の六書の作 りを考えれば、元来、譜声 ・仮借 ・転注等 の(lb)方 法がある。その

基準はすべ て同 じである。それで文字が同じ(同 文)と 言った。満洲語 とモンゴル語 の

文宇は少 しの違いはあるが、(2a)大 体似通 ってい る。かつて満洲語 は言葉が多 く、若干

の古い書物や新 しく定めた語 に(2b)出 会 うと、初学者は十分に理解することができず 、

一時に調べよ うとしても手立てが無かったので、したがって私の(3a)父 の意志を継いで

三合便覧を編集 し、満洲語の新語 ・旧語 を(3b)集 めて十二字頭の順に配列 して編纂 した

ことによ り、文字(語)を 調べ よう(4a)と する者 には、極 めて容易 になった。己亥(1779)

の年に富俊 は蒙古進士にな り、礼(4b)部 額外主事 となった後、常に余暇にあって、モ ン

ゴル語 の単語は甚だ多 く、調べ探すのは容易で(5a)な い と思われ、モンゴル語を同様に

十二字頭の順 に並べて編集 し、調べ る便宜に供 した。(5b)た だ、モ ンゴル語の中にはま

た一種の トド文字がある。(こ れは)元 来、ジュンガルの厄魯特族の文宇である。我が

(6a)国が ジュンガル厄魯特を平定 した後、投降 した多くの部落を伊牽(イ リ)や 科布多

(ホブ ド)等 の地に住 まわせた。それぞれの登庁、(6b)参 朝の当番 があるため、常に文

書が往来 してい る。その文字 を知る者は極めて少ないのであった。乾隆(7a)47(1882)

年 、軍機 大臣らが(7b)奏 上 して、京師に トド学校を設立 し、蒙古人旗か らそれぞれ1名

ずつ学生を置いて特に トド(8a)文字を学ばせ た。幼少か ら書 を読み学びなが ら終 えて、

用に備えたことは制度 として甚だ よい ことである。丙辰(1796)の(8b)年 の春、富俊は

科布多(ホ ブ ド)参 賛の命 を奉 じたので、(9a)辺 彊は平穏 で政務は多 くないが、敢て怠

るこ とな く、事務 を処理 した余暇に トド文字 をよく知る(9b)者 を捜 し求めて、共に究め

明 らか にして トド文字で翻訳 を行 った。またおそ らく後学の者たちが読み(10a)に くい

ので、一番上 の列 にモンゴル文字 を、その次にモ ンゴル語の発音に合わせて書いた満洲

文字を、また次に トド文字 を、 さらに次に(10b)満 洲語 を、一番下に漢語を置いて、行

ごとに5つ の欄 として、それぞれ を対照 し確かめ、2(11a)年 の問で終わ らせた。思 うに、

モ ンゴル文字には圏点がな く、口授 で教えなけれ ばモンゴル語 の発音を習得す る(11b)
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こ とはで き ない。 トド(tod)と い うの は、即 ちモ ン ゴル 語 のtodurqa1(明 白)、 満 洲

語 のgetuken(明 白)と い う語 であ る。よって これ を蒙 古托 武彙 集(mongγultodUsUg-iyer

neyileldUgUl・U・gseneuYlalγ 。a)(12a)と 名 づ けた。 これ で 、 学ぶ者 が書 物 を開 い てた

だ ち に明 らか に知 るた め に些 か の益 と(12b)な る だ ろ う。 このた め に序 を記 した。 嘉 慶

丁 巳孟春(1797年1月)(13a)廠 巖 富俊

ここで は 、主 に 『三合 便覧 』 を もとに して 、モ ンゴル語 を字 母順 に並べ て 同 書 を編 纂 し

た こ と、 乾隆47(1882)年 に トド学校 が設 立 され て オイ ラー ト文 語 の学 習が 必 要な こと、

自ら丙 辰(1796)年 に ホ ブ トへ赴 任 してオ イ ラー ト文語 に接 す る機 会 を得 て編 纂 した こと、

な どが説 明 され てい る。

『蒙 古托 武 彙集 』 は 、稀書 であ る こ と と関連 して、 そ の情報 は これ ま で図 書 目録 の 中の

僅 か な情 報 に限 られ てい た が、近 年 、春 花[2006;2008]お よ び暁 春[2006;2007コ に

よ って同 書 の詳 しい書誌 情報 と、満 洲 文字 で表 記 され て い るモ ン ゴル 語 口語 の 特徴 に 関す

る論考 が公 刊 され て、研 究 の端 緒 が開 かれ た と言 うこ とがで き る。 それ らの 論 考 に も指 摘

され てい るよ うに 、同書 はモ ン ゴル 文 献学 ・モ ン ゴル 語辞 書編 纂 史 の観 点か らは字母 順 に

配 列 され た最 も初 期 の辞 書 と して 貴重 な資 料 で あ り、ま たモ ン ゴル語 学 ・モ ンゴル語 史 の

観 点 か らは18世 紀 末 の満 洲 文字 表記 に よるモ ン ゴル 語 口語 の 資料 、さ らに 同時 代 のオ イ ラ

ー ト文 語 の語 彙資 料 と して質 的 に も量 的 に も高い 価値 を もってい る
。

2,「 ト ド文 字 一百 条」 に つ いて

今 回本稿 が 取 り上 げ るのは 、『蒙 古托 戒彙 集』 の第1冊 に収 め られ てい る6丁(12頁)

の オイ ラー ト文語 のテ キス トであ る。 このテ キス トにっ いて は 、わず か に 《中国 蒙古 文古

籍 息 目》[1999:1180]で 触 れ られ てい るだけ で、他 の 図書 目録 に も、春花[2006;2008]、

暁 春[2006;2007]ら の研 究 で も言及 され てい ない。 ト ド文 字 の字母 表 の最 後 に オイ ラー

ト文語 で書 かれ たUri・qsenokin+asu6kUide・nemge・kUUIiger(招 い た娘 か ら脂 身 を

食 べ る とい う物語)と い う一 行 が付 され てお り、一 見 した と ころ、 これ は後続 す るオイ ラ

ー ト文 語 テ キス トの題 名 を表 してい る よ うに見 える(注6)
。 しか し、実 際 は これ はテ キス

トの 内容 と何 の 関係 もな い。

斯欽 巴 図 ・栗 林 均[2008]は 、 このオイ ラー ト文語 テ キス トが満 洲語 口語学 習 書 『tanggO

meyen(一 百 条)』 の 中の7話 の翻訳 で あ る こ とを 明 らか に した(注7)。

『tanggUmeyen(一 百 条)』 は、清 朝乾 隆 帝 の時代 に編 纂 され た と考 え られ る満 洲語 口語

学 習書 で 、対 話形 式 の満 洲語 会 話文 の 百話(=百 条)を 集 めた もので あ る。4巻 か らな る

木版 本 が通 行本 として知 られ るが、序 ・賊 は な く、著 者 、刊行 年 は不 明 であ る(注8)。 満

洲語 に よ る本 文 の 内容 は、 「満 洲語 の学習 」 「文 武 の勧 め」 「飲 酒 ・漁 色 ・浪 費 の戒 め」 「交
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友関係」 「家庭生活」「処世訓」「人の評判」「病気見舞い」等 々、当時の満洲八旗人の 日常

生活の さま ざまな場面に及んでいる(注9)。

オイラー ト文語 のテキス トの7話 は、『tanggUmeyen(一 百条)』 の第51話 、第3話 、

第90話 、第39話 、第1話 、第42話 、第37話 にあたる。本稿では、このオイラー ト文語

訳テキス トを 「トド文字一百条」と呼ぶ。「トド文字一百条」の7話 を、配列順に第1話 か

ら第7話 として、それぞれの内容 を示す と次の とお りである。

第1話:学 問 と読書の必要性 にっいての訓話

第2話:学 校、先生、書物など満洲語の勉強の現状に関する会話

第3話:満 洲語の不勉強に対す る先生の訓話

第4話:満 洲語 と漢語の翻訳お よび考試 を勧 める会話

第5話:満 洲語の必要 とその教授 の依頼

第6話:満 洲語の会話について

第7話:満 洲語学習者 を励ます会話

『蒙古托式彙集』の本文(語 彙集)の 部分には丁番号が振 られてい るのに対 して、「トド

文字一百条」には丁付けがない。また、『蒙古托戒彙集』の 「序」と本文は1頁 に8行 が配

されてい るが、「トド文字一百条」の部分は1頁 に10行 が配 され ている。 これを見 ると、

『蒙古托成彙集』の 「序」と本文 と、「トド文字一百条」は別々に作成 された可能性 がある。

その一方で、「序」、「トド文字字母表」、「トド文字一百条」の終わ りには、それぞれ 「紹衣

堂」(富 俊の堂号)と 「富俊印」の印が押 されていることか ら、これ らはすべて富俊の撰 に

よるもの と考え られ る。

このようなオイ ラー ト文語のテキス トがなぜ作成 され、『蒙古托武彙集』に収録 されたの

かとい う理 由に関 しては、同書の序の中で、乾隆47(1882)年 に軍機大臣 らが奏上 して京

師に トド学校が設 立された とあることに関連 していると考 えられ る。オイラー ト文語 の学

習のために、満洲語 の学習書である 『tanggameyen(一 百条)』 が翻訳 されて、教科書 とし

て使 われたのではないだろ うか。

ところで、『蒙古托戒彙集』の編者富俊 は、これ以外にも 『tanggameyen(一 百条)』 と

深い関わ りをもっている。乾隆甲寅(1794)年 に富俊は 『初学指南』とい うモンゴル語の

口語学習書を上梓 してい るが、それ は 『tanggameyen(一 百条)』 のモンゴル語訳(満 洲文

字表記)と 白話体漢文 を対訳の形で対照 した ものである。また、道光10(1830)年 には、

『三合語録』 とい う類書を出版 しているが、これは 『tanggUmeyen(一 百条)』 の満洲語 と

モ ンゴル語訳(満 洲文字表記)に 白話体漢文を加えた3言 語対訳 の学習書である。 このよ

うに、満洲語 の学習書 『tanggameyen(一 百条)』 を手本 にして、モ ンゴル語の学習のため

にモンゴル語に翻訳 したことと、オイラー ト語の学習のためにオイラー ト文語 に翻訳 した
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ことは、軌 を一に している。

「トド文字一百条」、『初学指南』、『三合語録』の関係 は、それ らがすべて 『tanggameyen

(一百条)』 を原本 と しているだけにとどま らない。 これ ら3書 の各話(条)の 順序 は、

『tanggUmeyen(一 百条)』 と大き く異なっている。『初学指南』 と 『三合語録』では、各

話(条)の 順序は同 じである。「トド文字一百条」の7話 は、順に 『初学指南』と 『三合語

録』 の第4、5、6、7、1、2、3話 に相当す る。

『初学指南』お よび 『三合語録』 に収録 されているモ ンゴル語の訳文は、いずれ も満洲

文字 で表記 されたモンゴル語の 「口語」である。 そのモ ンゴル語は、伝 統的なモ ンゴル文

語の綴 りと大き く異なってい るだけでなく、現代 のハルハ方言、チャハル方言、ホルチ ン

方言等 とも異な り、それ らから推測することが困難な語形や語尾が散見 される。 このよ う

に、『初学指南』 と 『三合語録』に記 され ている 「口語」が時代的、地方的、文体的に どの

ような言語実態 を反映 してい るのかは、不明であった。 これ に関 して、栗林均 ・斯欽 巴図

[2009]は 、 「トド文字一百条」が 『初学指南』および 『三合語録』の成立に深 く関わっ

てい ることを明 らかに した。そこでは、それぞれのテキス トを比較 して、『三合語録』のモ

ンゴル語は 「トド文字一百条」 のオイラー ト文語 を満洲文字で表記 しよ うとした ものであ

ること、また 『初学指南』のモンゴル語は、「トド文字一百条」のオイ ラー ト文語に基づき

なが ら、オイラー ト文語 に特徴的な表現(語 形や語尾)を 内地のモ ンゴル人に分か りやす

く置き換えてできた ものであるとい う見解を提示 した。

このよ うに、 「トド文字一百条」は、『初学指南』 と 『三合語録』の成立過程、お よびそ

れ らのモンゴル語の特徴を究明す る上で欠かせない資料である。しか し上掲論文(栗 林均 ・

斯欽巴図[2009])で は、紙数の制限により、テキス トの比較のた めに示 したのは 「トド

文字一百条ゴの一部の ローマ字転写にす ぎない。 これか らの研究に とって必要なことは、

「トド文字一百条」の実態を明 らかにす ることである。本稿 では 「トド文字一百条」すべ

ての影印を掲げ、そのローマ字転写と目本語訳を示 し、そ こに使われているオイラー ト文

語の特徴をまとめる。影印は、北京大学 図書館所蔵の青写真複製本(『 托戒大字彙』)を デ

ジタル撮影 して、ネガ ・ポジを反転 させたものである(注10)。

「トド文字一百条」のオイ ラー ト文語は、18世 紀後半に北京でオイラー ト語の教授 ・学

習のために書かれ、使われた もの とみなす ことができる。1648年 にザヤ ・パ ンデ ィタによ

って創 られた トド文字 とオイ ラー ト文語は、今 日に至るまでその字母の種類や 、字形、正

書法の面で様々な変化 が生 じてきた ことは、サンボー ドル ジ ・橋本勝…[2005:63-124]、

恰 圏[2003:76-87]な どによって論 じられている。特 に、18世 紀の後半はこ うした変化の

境 目と見 なされていることか ら、同時代のオイラー ト文語 の資料 としての価値 も大 きい と

考 えられ る。

-131一



『tanggarneyen(一 一百 条)』 のオイ ラー ト文 語訳 につ いて

3.ト ド文 字 の 字 母 表 に つ い て

上 述 の よ う に 、 『蒙 古 托 式 彙 集 』 の 第1冊 に は 、 富 俊 に よ る 「序 」 と 「ト ド文 字 一 百 条 」

の 間 に2丁3頁 の 「ト ド文 字 字 母 表 」 が 置 か れ て お り 、 同 書 で 使 わ れ て い る ト ド文 字 の 字

形 と 配 列 順 を 知 る こ と が で き る 。

次 頁 か ら 字 母 表 の 影 印(図1～3)を 、 次 に そ の ロ ー マ 字 転 写 を 示 す 。(注11)字 母 表 に

丁 付 け は な い が 、 図1～3は 、 そ れ ぞ れ 第1頁 表(la)、 裏(1b)、 第2頁 表(2a)で あ る 。

【字 母 表 の ロ ー マ 字 転 写 】

1a(図1)1b(図2)

1aei。uOU.16・eu606U・5aJeJi

2naneninonun6nU.2JoJuJ6JU・yayeyi

3xax。 ・・ γ・ γ・ γ・3y・y・y6yU・kekikOkU・

4babebibobubObU.4gegi96gU・rareri

5P、p・pi.・a・e・i5・ 。 ・・r6rU・phaphephi

6,。su、O、U.9、[9,]9i6ph・ph・phOphU・f・[f・]fi・

7§09u96§U.tateti

8totut6tU.dadedi7aanabayin

gdodudOdU.]aleli8aiauang

10101ulOlU.mamemigaramalaq

llmomum6mU.こaごe6i10adasa9・

2a(図3)

1fiafiehi.【niyaniyenii】

2dadedi.【Za乏e乏i】

3hahohu.【hahohU】

4haデ10hu.【anggaenggeonggo】

5ia乏e乏i.【 乏a営a乏e蓉e§i乏i】

6kakhaga.【...】

アUri;qsenokin+asuδkUide=nemgeニkUUIiger

図 の 影 印 に 見 る よ う に 、 字 母 表 は3～4文 字(音 節)ず つ の 短 冊 を 貼 り 合 わ せ た も の で あ

る 。la(第1頁 表)の1～4行 と5行 目 以 降 で 、 母 音 字aeiとoubUが 上 下 に 入 れ 替

わ っ て い る が 、 こ れ は5行 目 の 下 段 にpopup6pUが 入 る は ず だ っ た も の と 考 え ら れ る 。

上 の 字 母 表 の 中 で 、1b(第1頁 裏)の7～10行 は 、 音 節 末 に 立 つ も の で あ る 。

2aの 第1～6行 は 外 来 語 音 の 表 記 に 用 い ら れ る 文 字 で 、 そ れ ぞ れ の 行 の 下 部 に 満 洲 文 字

で 読 み 方 を 示 す 書 き 込 み が あ る 。

2aの 第7行(「 招 い た 娘 か ら 脂 身 を 食 べ る と い う物 語 」)は 、昔 話 の 題 名 の よ う で あ る が 、

前 後 と 何 の 関 係 も な い 一 行 で あ る 。
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図1.ト ド文字字母 表(1a)

1234567891011
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図2,ト ド文 字 字 母 表(1b)

12345678910
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図3.ト ド文字字 母表(2a)

1234567
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4.「 トド文 字一 百条 」 に お けるオ イ ラー ト文語 の特 徴

ここで は、 「トド文 字一 百条 」の言 語 的 な特徴 を 「字種 ・字形 」 「正 書法 ・綴 り」 「文 法的

語尾 」 に分 けて検 討す る(注12)。

【字種 ・字 形 】

(1)「 ト ド文字 一 百 条」 に 破(manJIu「 満 洲 」)と い う語 が12回 現れ るが、 それ らの第2

音 節頭 にはす べ て,と い う文 字 が書 かれ て い る(本 稿 で は これ をJIと ロー マ字 転写 した)。

?は 、硬(manJlu「 満 洲 」)以 外 の語 に は用 い られ て い ない。 ま た、 「序 」 のオイ ラー ト

文 語 に は この文 字(字 形)は 使 わ れず 、梗(manJu)と 綴 られ て い る。加 えて 、 この字

形 は 「ト ド文字 の字 母 表 」に もな い。 「ト ド文字 一 百条 」にお い て のみ 「満 洲 」 とい う語

を特別 に扱 って い るが 、 これ が何 らか の発音(の 違 い)を 表 す か ど うかは不 明 で あ る。

(2)ト ド文 字 で は、破 擦音 を表 す 文字 と して 、有 声 の71と 無 声 の7?と い う4種 類 の文 字 が

知 られ て い る。 これ に対 して 、 「ト ド文字 一 百条 」で は、上述 の 畑(manJlu)の,を 除

いて 、有 声の7と 無 声 の7と い う2種 類 の文字 しか使 われ て いな い。「ト ド文字 の字 母表 」

に も7と7の2種 類 が書 かれ てい るだ けで 、1と 冒の文 字 はな い(注13)。

【正書 法 ・綴 りにつ い て】

(1)ト ド文 字 に は狭 い 円唇 母音 を表す 後舌 の知/u/e(u)と 前 舌 のte/e/0(U)と い う2種 類 の

母 音 字が あ り、 両者 の字 形 は補 助記 号(斜 めの線)の 有 無 で 区別 され てい る。

「トド文 宇一 百 条」 で は、子 音 字 卸 胃(x)お よ び ㍗/7(Y)に 連 な る後 舌 のuに は補

助 記 号 を付 けず 、加/11,V/祠(XU)、 や/Ψ/鹸(γU)と 書 かれ てい る。 例:

mU.xurdunrは や い」(4a1)挿 ～ γurbanr三 」(3a10)

嚇bol・xuna「 ～ で は」(1a3)嗣asγun「 晩 」(2a10)

1"ee,CO"u11,Giung§i・xu「 読 む」(1a2)↑ 向OayalaYu「 発 音 」(5b6)

ト ド文字 の子音 字 ㌻ん(x)、 ㍗海(γ)は 後 舌の母 音 字 と しか結 びっ か な い こ とか ら、

母 音 の種 類 は明 白で あ り、母 音 字u/O(u)の 補 助 記 号 を省 略 した もの と考 え られ る。 こ

の表 記方 法 は、 一貫 してい る。

(2)連 続 す る母 音 字 の二番 目が後 舌 のuで あ る場 合 、uに は補 助記 号 を付 け ない字 形(v/0)

で 書 かれ て い る。 この表 記方 法 も、一 貫 してい る。 例:

瀞you「 何 」(1a9)圃 γagoun「 苦 い」(3a2)

燃yabuu1・ 「提 出 しろ」(4a2)細bo1・buu「 で し ょ うか」(4b4)

圃xariula・Ji「 報 い る」(1b3)姻ordu1・ 「翻 訳 しろ」(2a3)

これ らの うち、W/冒0(OU)、tu/面(UU)で は 、 一番 目の母 音字 が 後舌 で 、母 音調 和 に よ

り二番 目の母音 字 の種 類 は明 白であ る こ とか ら、母 音字u/Q(u)の 補 助 記 号 を省 略 した

もの と考 え られ る。ve(iu)は 、 他 の音節 に後舌 の母 音字 があ る場合 には 、母音 調 和 に
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よ っ て 母 音 の 種 類 は 明 白 で あ る こ と か ら 、 補 助 記 号 を 省 略 す る も の と 考 え ら れ る 。

(3)円 唇 の 長 母 音 はld/t(6)、tu/tU/O(uu)、 柑鳶(δ)、in/es/お(Uの で 表 記 さ れ て い る 。

婦 面x6ron・dur問 で 」(5b4)㌔ 尉odO「 今 」(1b8)

細bo1・buu「 で し ょ う か 」(4b4)"lu:pt.Otl)surγuuli「 学 校 」(2a4)(注14)

Ius7δr「 自 分 」(4a4)蝋t6r・ δd「 生 ま れ て 」(lal)

〈}ve(V)tUUkei「 未 熟 」(2b4)Ouxv6titUrUU「 頭 」(2b7)

一 方
、 励(oの 、 畑(6の と い う表 記 も 、 現 代 の オ イ ラ ー ト方 言 を 含 む モ ン ゴ ル 語 で 円

唇 の 長 母 音 に 対 応 し て お り 、 長 母 音 を 表 し て い る 可 能 性 が あ る 。

㎡you「 何 」(la9)脚 ～Y誌oun「 苦 い 」(3a2)

11,vtrM)xouli「 し き た り」(3b7)《 謝 ～kUb6Un「 子 」(1b2)

こ れ は 「ト ド文 字 一 百 条 」 に 限 ら ず 、オ イ ラ ー ト文 語 文 献 に 一 般 に 見 ら れ る 表 記 で あ る 。

(4)「 ト ド文 字 一 百 条 」 で は 、 疑 問 の 助 詞 面/お(uu/UU)は 先 行 す る 語 と 繋 げ て 書 か れ て い

る 。 そ の 際 、 先 行 す る 語 の 末 尾 の 短 母 音 字 が 脱 落 す る こ と が あ る 。 例:

細bo1・buu「 で し ょ う か 」(4b4)(市Oge・nUU「 ～ と 言 う か 」(6a7)

ま た 、 疑 問 の 助 詞 の 母 音 字 が 、 一 っ だ け で 則9(u/の と な る こ と が あ る 。 例:

姻 ごida・nu「 で き る か 」(lb3)e喰bo1・nu「 い い か 」(1b6)

轍bay1・nu「 あ る か 」(1b8)醐 亀yabuu1・bu「 提 出 し た か 」(3b5)

(5)「 ト ド文 字 一 百 条 」 で は 、 第3人 称 所 属 を 表 すP(ni)は 、'VuKYVv'r1,6h知unggi・xuni「 読 む

の は 」(1a2)、lvCtl)知Ugeini「 無 い の は 」(1b4-5)の よ う に 先 行 す る 語 か ら 離 し て 書 か

れ る こ と も あ る が 、 多 く の 場 合 先 行 す る 語 と 繋 げ て 書 か れ て い る 。 そ の 際 、 子 音nで 終

わ る 単 語 は 、 そ の 子 音nが 脱 落 す る 。 例=

繍mede・kU士ni「 知 る の は 」(6a8)耐 顧sanan-du★ni「 そ の 考 え で 」(la9)

卿ge・q引 ★ni「 と い う の は 」(2b2)繍mede・se★ni「 知 っ て い る の は 」(6a3)

(6)同 じ 単 語 で 、 次 の よ う に 表 記 の 異 な る 場 合 が あ る 。

1)kvv`76dUr「 日 」(1bア,2al,2a2,2a9,3a10,3b1,5b2)～W76d6r(2b8)

2)病 ご010「 暇 」(2a10,2b1,3a3,5b6)～ 帰tご01a(2a1,4b3,4b3)(注15)

3)鱒bo1・buu「 で し ょ う か 」(4b4)～ ㈲bo1・bou(5a5,5a6)

4)nm,sur・su*ni「 学 ん だ こ と は 」(3b3)～nm,sura・su★ni(6a3)

5)11n,S7γaJVarrと こ ろ 」(1a6,4alO,6a2,6a9)～ 厨 ～γaJara(2a5)

6)ぐ撫keJ甫ye「 レN・っ 」(2bア)～ ぐ一 ノkeJiya(2a5)

7)r轍ayitai「 流 暢 な 」(3b3,5b3)～1【"Od)ayatai(5al)

8)IWx昌 「ど こ 」(2a4,6a9)～ 倒xamヨ(5a1)

9)マ冒冒←ノyouma「 こ と 」(1b5)～ruv甲Vyouman(5a5)
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10)wσyou「 何 」(1a9,2a5,2a9,3a4,3blO,4blO,5b5,5b7)～ 副youn(2b3,3a3,

4a5,4b1,4b6,6a3)

(7)次 の2語 に は 母 音 調 和 に 反 す る 綴 り が 見 ら れ る 。

畑 ～keJiya「 い つ 」(2a5)㊦ 剛gUyiごe・ya「 追 い 付 こ う」(6a5)

【文 法 的 語 尾 に つ い て 】

(1)「 ト ド文 字 一 百 条 」 に お け る 名 詞 の 格 語 尾 の 種 類 と そ れ ら が 用 い ら れ て い る 条 件 を 例 と

と も に 示 す と 、 次 の と お り で あ る 。

表1.「 ト ド文 字 一 百 条 」 に お け る 名 詞 の 格 語 尾

格 語 尾 例(出 現 位 置)意 味 語 幹 末 の 文 字

一yineke-yin(1a4)母 の 母 音 字
、

+iyinJi1+iyin(3a10)年 のn以 外 の

儲 ・6・ δr+6n(4・4)各 の 倍 字

man+ai(2a4)我 々 の

+ai/+ei/+ikUmUn÷ei(5a1)人 のn

tbUn+i(1a10)彼 の

一g柚il瓢
ig,留 諺 を 母辞

対 格tan+iyigi(3a6)貴 方 達 を

+iyigi/+uyigi/+rulus+uyigi(5b1)～ 達 を 子 音 字

sedki1+i(6a10)心 を

+a・/・e・ 蔀1
6,溜 驚 で 子辞

造 格sana+γar(2b6)一 心 に

+γar/+g6r/+γour6U+ger(1b7)こ こ を 母 音 字

dara+Your(5a3)続 き に

奪格 ・aSU/・e・Ull跳
、U(1!12]㌦ 、

与位格+d・/-dU離1。1糊 瓢 こ 母音脳
一tu/-tubi6iq-tu(6a3)書 物 カミq

tan.tai(3a4)貴 方 達 と共同格
・ta1/+tei

ndkUd+tei(5b2)友 人 達 と

(プ ラス 「+」は語幹 と繋 げて書 かれ 、ハイ フン 「一」 は語 幹か ら離 して書 かれ るこ とを表す)

属 格 語 尾+Onは 、6r+On(「 各 の 」4a4)以 外 の語 に付 い てい る例 は ない。 これ につ い て

は、JlyBcaH6aJinaH[1975]、 サ ンボー ドル ジ ・橋本[2005]等 に も言 及 され てい な い。

ま た 、属格 語尾 の一ai/-ei(子 音 字nで 終 わ る語幹 に付 く)も 、JlyBcaH6aJiAaH[1975]、

サ ンボー ドル ジ ・橋本[2005コ に記 載 は ない。
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(2)「 トド文字一百条」における動詞の時制語尾の種類 と形は次の とお りである。

表2.「 トド文字一百条」における動詞の時制語尾

機能 語尾 例(出 現位置)意 味

過去 ・瞬 糠 認 難だ
・」1neme・Jj(3b3)増 え た

9axa・na(6b2)近 づ く

・na/・ne(・n6)ge・ne(4b8)と 言 う

eri・n6(3a2)捜 す現 在
・未 来

=nai/・nei;lllll1[1::;鷲 ξいる

・namYar・nam(2b8)出 す

過 去形 語 尾 の ・」1(/・Clli)は、後 述の副動詞 の並列形の語尾(・ 」1/・Ui)と 同形 であ り、 どち ら

かは文脈 に よって判 断す る必要が ある。

現 在 ・未 来形 には3種 類 の語 尾 が用 い られ てい るが 、最 も多 い のは 、1由/Pt(・nai/・nei)

で あ り、1ぜ/叔 ・na/・ne)は 比 較 的少 な い。te←n6)お よ び 副(・nam)の 例 は、それ ぞれ表 にあ る

1例 だけ で ある。

(3)「 ト ド文字 一百 条 」 にお け る動 詞 の形 動詞 形語 尾 の種 類 と形 は次 の とお りで あ る。

表3.「 ト ド文 字 一百 条 」に お ける形 動詞語 尾

機 能 語尾 例(出 現位置)意 味

γar・san(4a7)出 た

・san/・sen/・su[n]mede・sen(6a9)知 っ た

完了sur・su・kni(3b3)学 ん だ ことは

bo1・u・qsan(1b2)な っ た
=qsan/=qsen

mede・qsen(la3)知 っ た

未来=xu/・kU蹴 、 紹 凝

動作 主 ・q6ige・qCi(4a4)～ と言 うのは

習慣 ・deqkele・deq(6a7)～ と言 う

形動 詞完 了形 には 、(hV/tltV(・san/・sen)、!rt,',・t/1巾～(・qsan/・qsen)と い う2種 類 の語 尾 が

用 い られ て い るが 、両者 に何 らか の使 い分 けの条件 や 規則 があ るか ど うか は不 明 で あ る。

それ らの うち、耐/"rV(・san/・sen)は 、JlyBcaH6aJiAaH[1975:56-58]、 サ ンボ ー ドル ジ ・

橋 本[2005:170-172]、 佗 医1[2003:349]に は 記載 され て い ない。

完 了形 の ・su[n]は 、sur・su★ni(3b3)とsura・su★ni(6a3)に の み 見 られ る。これ らを完 了

の形動 詞語 尾 ・sunに 第3人 称 の所属 を表 すniが 接 続 して 、語末 の子音 字nが 脱 落 した

もの とみ な した。
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(4)「 ト ド文字 一一百 条」 にお け る動 詞 の副動 詞 形語 尾 の種類 と形 は次 の とお りで あ る。

表4.「 ト ド文 字一 百条 」 に お ける副動 詞語 尾

機 能 語尾 例(出 現位置)意 味

=x・1a/・kUlel二1灘[IBI;奪 灘 らば

sana・xana(5a8)思 え ば

・xana/・xuna/・kUnesur・xuna(6alO)学 ぶ な ら ば

仮 定kele・kUne(2b3)言 っ て も

=xunfi/=kU・i謙 謬 一ll零 藷嘱瓢
ま

=b・1・/・b・1・ll?:濫
1elllll謙 ら

bayi・tala(5a7)～ な の にK艮界=tala/=tolo

bo1・tolo(4a6)～ な る ま で

糾1∵:i≒i{i{ll議 鍵審
継続 ・・a・/・ser:1需

,er[lli;齢 て

sur・ad(3b1)学 ん で

分 離 ・ad/・6d/・ δdbol・Od(1b5)な っ て

tOr・ δd(1a1)生 ま れ て

並列 升eil諏1:gi]鍛

unggi・xai(2b6)読 み に

目的 ・xai/・xa/・k6ung§i・xa(2b2)読 み に

UJe・k6(4a9)会 い に

表 に見 るよ うに 、「トド文字 一 百条 」に は、仮 定 の副動 詞 語尾 の種 類 が 多い。 これ らの う

ち、Pt_(・xana)、 顧/《 憩(・xuni/・kUni)と い う語尾 は、J【yBcaH6aJlnaH[1975:56-58]、

サ ンボー ドル ジ ・橋 本[2005:170-172]、 恰 圏[2003=349]な ど に は見 られ な い。 例:

嗣amur・xana「 休 ん で も」(3a3)殉 可甲～sana・xana「 思 え ば」(5a8)

1..,xayirla・xuni「 慈 しむ な ら」(4b2)fVe(e1bkele・kUni「 話 せ ば」(5a2)

仮 定 の副 動詞 語尾 顧/㊥(・xuni/・kUni)は 、 形 動詞 語尾 ㎡/¢(・xu/・kU)に 第3人 称 所

属 の 知(ni)が 付 いた形 と同 じで あ る。 いずれ か は、 文脈 に よっ て判 断す る必 要 が ある。

原 文 で、副動詞 仮 定形 の語尾 耐(・xula)、 胴 【～(・xuna)を 耐(・bala)に 書 き直 した と見 ら

れ る ものが い くつ か ある(la4,1b6,3a9,4a5,4a8,4b1)。 そ れ らは 注釈 で指 摘 した。
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5.「 ト ド文 字一 百条 」 の ロー マ字転 写 お よび 日本語 訳 ・注 釈

ここで は、 「トド文字 一 百条 」の影 印 と、頁 ・行 ご とに対応 した オイ ラー ト文 語 の ローマ

字 転写 、日本 語 訳 を原 文 と見 開き対 照 の形 で示 し、簡 単 な注 を付 す。以 下 、文献名 は、『tanggU

meyen(一 百 条)』 をTM、 『三 合語 録 』 を 『語 録』、『初 学 指南 』 を 『初 学 』 と略称 す る。

(1)図 版 につ いて

「トド文 字一 百条 」 に丁付 けは無 い が、la(第1丁 表)～6b(第6丁 裏)の 番 号 を振

り、頁 の 上部 にそ れ ぞれ の行 に対 応す る行 番 号 を付 した。

(2)n一 マ 字 転 写 テ キス トにつ い て

1)ロ ーマ 字 転写 方式 はサ ンボー ドル ジ ・橋 本[2005]に よ るが 、以 下の よ うな補 助 記号

を付 した 。

「・」(イ コール):動 詞 語 幹 と活 用語 尾 との境 界。

「+」(プ ラス):名 詞 類 の語 幹 と連 綴 され る曲用語 尾 との境界 。

「一」(ハ イ フン):名 詞 類 の語 幹 と分 綴 され る 曲用 語 尾 との境 界。

「★」(ア ス テ リス ク):連 綴 され る単語 間の境 界。

「1」:(感 嘆 符)「 原 文 のま ま」 の意 味。

2)<7>は 」、〈,〉 は こで転 写す る。 ま た 糟(満 洲)のFはJIと 転 写す る。

3)句 読 点 は 四点 と二点 の2種 類 あ る。 四点 は各話(条)の 最 後 に置 かれ 、そ れ以 外 はす

べ て 同 じ記 号(二 点)で ある。本 稿 で は四点 を 「:=」(コ ロン2個)と した が、二 点 に

関 して は文末 は 「.」(ピ リオ ド)に 、句 の切 れ 目は 「,」(コ ンマ)に した。

4)紙 の破 損 や汚 れ 等 に よ り判 読 困難 な箇 所 は[](カ ギ カ ッコ)に 入れ た 。 カ ッコに は

推 定 され る形 式 を補 っ たが 、不 明 の場合 は[..]の よ うに した。

(3)日 本 語訳 につ いて

1)個 々 の会話 は 「」 で くくった 。会 話 中 に引用 され る別 の会 話 は 『 』 に入 れ た。

2)語 句 の解釈 には 、TM、 『語 録 』、『初 学』 の満 洲語 お よび モ ン ゴル 語訳 を参考 に した。

(4)注 釈 につ いて

1)頁 ご とに ロー マ字 転 写 と訳 の 注 を付 した。 注 は 、 出現位 置 と該 当の ロー マ 字転 写形 を

示 し、説 明 を付 した。

2)注 にお け るTMの 満 洲語 、『語録 』 と 『初 学』 の満 洲 文字 表 記モ ンゴル語 の ロー マ字 転

写 は 、M611endorff[1892]方 式 に よる。 また 、モ ン ゴル 文語 の ロー マ字 転 写 は栗 林 ・

呼 日勒 巴特ホ[2006]の 方 式 に よる。

3)満 洲 文字 表記 モ ン ゴル語 の ロー マ字 転 写で 用 い る補 助記 号(「 ・」、 「+」、 「一」)は 、 オイ

ラー ト文語 の ロー マ 字転 写 の場合 と同 じで あ る。
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図4。 ト ド文 字 一 百 条(1a)
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1a

【第1話 】(TMの 第51話 、 『語 録 』 『初 学 』 の 第4話)

1kUmUngeニJiyertUn6U-dUt6r=6d,yekeerkinkereq6inisur=xuyi+gi

「人 と し て 世 の 中 に 生 ま れ て 、 と て も 大 事 な こ と は 学 ぶ こ と を

2erkinbo1γo=」 『.biごiqung誉i=xuniごoxomJurumJUyi+gimede=kUtulabaxa.

大 切 に し た 。 書 物 を 読 む こ と は と り わ け 義 理 を 知 る た め で あ る 。

3sur=sarJurumJUyi+gitodomede=qsenxoyino,ger+tebo1=xuna,e6ige

学 ん で 義 理 を 明 ら か に 知 っ た 後 に は 、 家 に あ っ て は 、 父

4eke-yinJaxa+duaごila=Jiごida=xu,tU§imelsu=bala,ulustOrO+dU

母 の 傍 で 孝 行 す る こ と が で き 、 官 吏 に な れ ば 国 家 に

5kUCibari;Jiこida=xutula,xamuqkereqJayan+d昌nbUtU=nebi蓉iU.od6bo1=boごu,

力 を 尽 く す こ と が で き る の で 、す べ て の こ と が 自 ず か ら成 就 す る で は な い か 。今 で も 、

6UnE…rsur=sarごidaburitaibo1=xuna,aliγaJarkU[...xoyin]o,kUmUnkUndUl=kU

本 当 に 学 ん で 才 徳 を 持 て ば 、 ど ん な 所 に 至 っ た(後 も)、 人 が 尊 敬 す る

7tOdtjibi蓉i,beyeyabu=xu-duxor蓉orbaxa.Jarimulusbi6iqunggiニxu

だ け で な く 、 自 ら の 行 い に お い て も 昂 然 と し て い る の だ 。 あ る 人 た ち は 書 物 を 読 ま

8Ugei,yabudal+iJasa=xuUgeibo]=6d,xarinγulduri=」1bild6Uごile=」1yabu=xu+yigi

ず 、 行 い を 修 め ず に 、 却 っ て 密 か に 企 み 媚 び へ つ ら っ て 行 く こ と を

9tengk6teige=sen.teresanan-duniyoubo1ニuニyageニkU+yigimede=kUbi善i.biUn∈r

才 能 が あ る と い う。 そ の 考 え で 何 に 成 ろ う と い う の か 分 か ら な い 。 私 は 本 当 に

10tbUn+itulaiこe=neibaxa.eneJergeulus,beyeγutu=xuyabudalebder=kU

そ う い う人 の た め に 恥 じ る の だ 。 そ の 類 の 人 達 は 身 を 辱 め 、 行 い を 損 な う

1alge・Ji:語 尾 を 書 き 換 え た 跡 が あ る 。 『語 録 』 に はge・kci、 『初 学 』 に はge・j1と あ る 。

1a2baxa=こ の 語 は 、la7,1a10,1b1,2b9,3a9,3b2と 都 合7回 現 れ る 。 文 末 語 気 詞 と

し て 確 認 を 表 し て い る 。1a10,lbl,2b9で は 、TMの 満 洲 語 のkai「 ～ だ ぞ 」 に 対 応 し

て い る 。baxana(2a7,5b5)も 同 類 の 語 と 見 な す こ と が で き る 。

1a4su・balal語 尾 を 書 き 換 え た 跡 が あ る 。 元 の 字 形 は ・xulaに 見 え る 。 『語 録 』 に は 対 応

す る 語 が な く 、 『初 学 』 に はsao・balaと あ る 。

1a6kU[...xoyin]ol『 語 録 』 に はkur・sunhoino、 『初 学 』 に はkur・senhoinoと あ る 。
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図5.ト ド文 字 一 百 条(1b)

12345678910

P」 ■ 魯-t「V」r.,wv一 塾'b-F■ 噛7量r藍di'--畢 一 監レ占■」魯』.r層 ■_zaL

、 観 彫-「 乳 軍 冒P二"WrFTtiJ=T'-「'Ttf'Tノ 「「TT.'■ 」N「

.・.'Pt. .阜,、'pi・":':・ づ も 警"静 無 ζ 一 一t-'1'・'v….・`'・fi・t・ ・'・'・'・":'t・ 一【 ・'C'レ く 町 …st/1町 蹄'die'1.me.・L

悔

二

卸 ご

翌

藁 、

鑑

蜜}

∫
4 -『tt
君 副阿礁 窒ド

解 蕪
ト
麗壌 ∴ゴ

諦 臥㌦ 「
軍 誇_「

ず 丁 孟.・

み

・,ご 属

斡 ン

i墾

転 紳}噸 顧ぜ…扇蜘 幅 甲 ・'・ 一 一.・ 一 謝.、 一 嘩・噸 鵡 ≒、一 継 」嫌 声賦 鷺 触 馳 事購 態獅 ・、

蔀 も 櫨 聯 属、 愚、 』
..L._一__こ.二._.巨__一,_.昌 盈_一_..嘩 「:_一..___一 一.._

-144一



東 北 アジ ア研 究 第13号

1b

ltOdUibi5i,tOUn+1eごigeekeご1bo1=ba,mUnkUmUn-dUxaraqda=xubaxa.

だ け で な く 、 彼 の 父 母 さ え も 、 同 様 に 人 に 罵 ら れ る の だ 。

2abaγai6iJUg∈ …rsana=JiUJe=.eごigeeke-yinaごi,kUb6Unbo1=uニqsankUmUn,

兄 上 、 あ な た は た だ 考 え て 見 な さ い 。 父 母 の 恩 は 子 と な っ た 人 が

3tUmen-dUnigentexariulaニJiごidaニrlu.6nggUneme=51geyigUl=Jieseごida=bala

万 に 一 度 も 報 い る こ と が で き よ う か 。 面 目 を 増 し 輝 か せ る こ と が で き な く て も

4bUylq.xarlnkUmUn-dUxara1γaニxu+dukUrニbele,tere6iniUdele=kUUgei

よ い 。 却 っ て 人 に 罵 ら れ る こ と に 至 れ ば 、 そ れ は 見 込 み が な い

5niyamaryoumabo1=xubui.bUn+ikina=」1sana=xulakUmUnbo1=bd,bidiqung蓉i=xし

の は 仕 方 が な い 。 こ れ を 仔 細 に 考 え る な ら ば 、 人 と し て 書 物 を 読 ま

6Ugeibo1=balabo1=nu.yabuda1+ierk『nbo1γo=xuUgeibo1[=xu]1昌bo1=[n]u:=.::

な い で い い の か 。 行 い を 大 切 に し な い で い い の か 。」

【第2話 】(TMの 第3話 、 『語 録 』 『初 学 』 の 第5話)

7abaγaiこi6dUrbUri6U+g6ryabu=xu+dan,6uqxaranod=nai.biこiq

「兄 上 あ な た は 毎 日 こ こ を 通 る の は い つ も ど こ へ 行 く の か 。」 「本 を

8sur=xaiod=nai.man51ubiごiqsur=ttibayi=nu.mUn.od6yamarJergebiごiq

学 び に 行 く の だ 。」 「満 洲 語 の 本 を 学 ん で い る の か 。」 「そ う だ 。」 「今 ど の よ う な 本 を

9Ja1γa=Jibayi=nai.ObOr6biごiqUgei.γaq6amUnod6kereqle=kUbaγasaγa

教 わ っ て い る の か 。」 「他 の 本 は な い 。 た だ ち ょ う ど 今 使 う 少 し ば か り の

lOUge.basamanJIuUgen÷isur=xuJori1γatobごi+ylnb16iqbayi=na1.tan+du

言 葉 だ 。 ま た 、 『清 文 指 要 』 の 本 だ 。」 「あ な た 達 に

1blxaraqda・xu:4行 目 のxaralγa・xu+duと 動 詞 の 語 幹 は 同 じ で あ る が 二 つ 目 の 母 音 に 長

音 符 号 が な い 。 補 助 符 号 が 不 注 意 で 脱 落 し た も の か 。

1b4bUyiq:意 味 不 明 。 『語 録 』 に はb。idza、 『初 学 』 に はbuijeと あ る 。

1b6bo1・bala:語 尾 を 書 き 換 え た 跡 が あ る 。 元 の 字 形 は ・xunaに 見 え る 。 『語 録 』 に は 、

bo1・hUnaと あ り 、 『初 学 』 に は 対 応 す る 語 が な い 。

1b6bo1[・xu]lab。1・[n]u=『 語 録 』 に はb。1・halabo1・no。 、 『初 学 』 に はb。1・balabo1・n。(

と あ る 。

1b76uq:『 語 録 』 に はcuk、 『初 学 』 に はcumと あ る。 オ イ ラ ー ト語 の 意 味 は 「す べ て 」。

1b1GmanJluUgen+rsur・xuJor刊 γatobei+yinbieiq:『 言吾録 』 の 漢 語 に は 「百 條 清 語 」、

『初 学 』 の 漢 語 に は 「清 文 指 要 」 と あ る 。 本 の 題 名 と し て 訳 し た 。
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図6.ト ド 文 字 一 百 条(2a)
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2a

ldaruma1〔jJUqJalYaニ 」1bayi=nu。od66dUraxur.UJUqbidi=kU601a

楷 書 を 教 え て い る か 。」 「今 は 日 が 短 い 。 字 を 書 く 暇 が

2Ugei.6〔 ユn+E…sU6dUrurtubo1;u;qsanxoyino,UJUqbiこiUIgUs邑rxarin

な い 。 こ れ か ら 日 が 長 く な っ た 後 で 、 字 を 書 か せ る だ け で な く 、 な お

30r6iu1=ge=neibi蓉iU・abaγaibibiこiqung蓉i=xutula,Un∈rtoloγoiergi=Ji

翻 訳 し ろ と 言 う で は な い か 。」 「兄 上 、 私 は 本 を 読 む た め に 、 実 際 頭 が 回 っ て

4xaeri=senUgei・man+aieneoyirot6rin,yerUmanJlusurγuuliUgei.

ど こ を 探 し て な い 。 私 た ち の こ の 付 近 に は 、 全 然 満 洲 語 の 学 校 が な い 。

5sarla=ba]adinisur=xuYaJarayoukele=kUbui.keJiyabo1ニboごu,bibasa

思 え ば 、 あ な た が 学 ぶ と こ ろ は 何 と い う の か 。 い つ か 、 私 も

6biごiqung蓉i=xaiod;naj.minitulabaxanmedO[Ul=Ji][bo]1=nu.abaγaiこi

本 を 読 み に 行 く 。 私 の た め に 少 し 知 ら せ る こ と は で き る か 。」 「兄 上 、 あ な た は

7man+aiJa1γa=sankUmU+yigikenge;nei,baq蓉ige=nU.bigibaxana.mininiget6rOl+iyil

私 た ち の 教 え て 貰 っ て い る 人 を 誰 だ と 言 う か 。 先 生 と 言 うか 。 違 う の だ 。 私 の 親 戚 の

8axa.Ja1γa=xueneulus,6uqman+alniget6r61+iyinkUUkedd6U+ner,

年 輩 の 人 だ 。 教 え て 貰 う こ の 人 た ち は 皆 私 た ち の 一 族 の 子 弟 た ち だ 。

9basauruqeliken,tongObOrδulusUgei.youge=k〔jne,miniaxaOdUr

ま た 親 戚 た ち で 、 全 然 他 の 人 は い な い 。 な ぜ か と 言 え ば 、 そ の 年 輩 の 人 は 毎 日

10bUriyamala=nai.ごoloJabduニxuUgei.man÷aiulus6r6Unasγunayi+yi'ni

役 所 に 勤 め て い る 。 暇 が な い 。 私 た ち は 朝 に 晩 に 都 合 を

2a2b1ご1UIgUs6r:TMと 『語 録 』 の 満 洲 語 に はarabumbisereanggala「 書 か せ る だ け で

な く 」 と あ る。2b8bUrUlkUs6rを 参 照 。

2a3toloγoierg1・ 」1=TMの 満 洲 語 はujusilgime「 頭 を 突 っ 込 ん で 」 と あ る 。 「頭 が 回 っ

て 』 見 回 し て 」 の 意 か 。

2a4xaeri・senUgei:TMの 満 洲 語 に はaibidebaihanahakaと あ り、 浦 ・伊 東[1957:

96]は 「捜 し 求 め な か っ た(所 は な い)」 と 補 っ て 訳 し て い る 。 「ど こ を 探 さ な か っ た

(か)一 す べ て 探 し た 」 の 意 か 。

2a5keJiya:こ の 綴 り は 母 音 調 和 に 合 わ な い 。

2a6med6[U1・Ji][bo]1・nu:『 語 録 』 と 『初 学 』 に はmedeo1・jibo1・nooと あ る 。

2a7baxana:5b5の 注 を 参 照 。

2a8ene:『 語 録 』 と 『初 学 』 に はeleと あ る 。

2a8duq:書 き 換 え た 跡 が あ る 。 『語 録 』 に はcuk、 『初 学 』 に はcumと あ る 。
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「

『tanggOmeyen(一 百条)』 のオ イ ラー ト文 語 訳につ い て

図7.ト ド文 字 一 百 条(2b)
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2b

1UJe=Jiod=xutula,arγayad=五d6010arYaごa=Jiman+iyigisurγa=nai.bigi

見 て 行 く の で 、 ど う に か 暇 を や り く り し て 私 た ち に 教 え て い る 。 そ う で

2bo1=xunaabaYaibillqung§i=xaod=u=yageニqごi*ni,sayinkereqbuyiJa・6initula

な け れ ば 、 兄 上 が 書 物 を 読 み に 行 こ う と 言 う こ と は い い こ と だ ろ う。 あ な た の 為 に

3baxanke1e=kGne,nadabasayounxortoibu1::曹::

少 し 言 っ て も 私 に ま た 何 の 害 が あ ろ う か 。」

【第3話 】(TMの 第90話 、 『語 録 』 『初 学 』 の 第6話)

4eneOrOUnteden+eibiこiqこ6Ji1=kUni,nigenjgen+E…sUtUUkei.tede=ji

「今 朝 彼 ら の 本 を 暗 唱 させ れ ば 、 一 人 一 人 が 未 熟 だ 。 つ か え て

5kele=Ji6ida=xuUgei,daqge=JiJoqso1ごa=nai.tOUn-dUbitUrbayiJa.

話 す こ と が で き ず に 、 呆 然 と 立 ち 尽 く し て い る 。 そ こ で 私 は 『ち ょ っ と 待 て 。

6miniUge+yi91sonos=.tamanJlubiごig+iung蓉i=bala,t[edUn]igesana+γar

私 の 言 葉 を 聞 け 。 あ な た 達 が 満 洲 語 の 本 を 読 む な ら 、 た だ ち に 一 生 懸 命

7surγa=na1.enebUtUr★t6ki=」1xoyi蓉[..]nnereab=uニbala,keJiyeekitUr〔 加

教 え る 。 こ の よ う に 数 を 揃 え て 虚 名 を 取 る な ら 、 い っ 頭 が

8γar=nai.Un∈ …rtaOd6rsara+yigitalarbUrUlkUs∈rbi6italarkU6iγar=nam

出 る か 。 実 際 あ な た 達 が 月 日 を 無 駄 に 送 る だ け で な く 、 私 も 無 駄 に 力 を 出 す

9baxa.esege=kUnetan+ibeye+yigitas昌taニbage=nU.esege=kUnebitan+isatul=ba

こ と に な る 。 そ う で な け れ ば 、 貴 方 達 の 身 を 貴 方 達 が 妨 げ た と い う の か 。 そ うで な け

れ ば 私 が あ な た 達 を 妨 げ た

10ge=nU.ider蓉i=senyekeerebo1=6d,kele=be6igi6ingnaニxuUgei.ごikin-dU

と い う の か 。 成 年 し た 大 人 の 男 に な っ て 、 言 っ て も 聞 か な い 。 耳 に

2b4bieiqご6Ji1・kUni:TMの 満 洲 語 にbithebegejilebuci「 本 を 暗 唱 さ せ れ ば 」 と あ

り、 訳 は そ れ に 合 わ せ た 。

2b6t[edUn]ige:『 語 録 』 と 『初 学 』 に はtedUnigeと あ る 。tedUに 対 応 す る モ ン ゴ ル

文 語 形 はtedU「 即 刻,立 即 」(《 蒙 汲 洞 典 》[1999:1046])で あ る 。

2b7bUtUr杜6:bUtUrは 、 満 洲 語 のgese「 ～ の よ う な 」 に 対 応 し て い る 。t6は 前 の 単 語 に

繋 が っ て い る が 、 『語 録 』 と 『初 学 』 で は 離 し て 書 か れ て い る 。

2b7xoyi§[..]n:『 語 録 』 と 『初 学 』 に はhoosun「 空 」 と あ る 。

2b8bUrUIkUser:TMの 満 洲 語 に はmanabuhasereanggala「 無 駄 に 送 る だ け で な く 」 と

あ る 。bidiUlgUs6r(2a2)は 同 様 の 構 造 を も つ と考 え ら れ る 。
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『tanggUmeyen(一 百 条)』 の オ イ ラ ー ト文 語 訳 に つ い て

図8.ト ド文 字 一 百 条(3a)
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lsonosニbdごigisanan-dutoqt6=xuUgei.nUUrtanldanduJirbigiU.

聞 こ え て も 心 に 停 め な い 。 顔 は(あ な た 達 の)と て も 硬 く(厚 く)な い か 。

2minieneγa蓉ounUge+yigi,tabitUgeiyariqge=.bitUgeiseberi=n6ge=.od6

私 の こ の 苦 い 言 葉 を あ な た 達 は う る さ い と 言 う な 。 あ ら 捜 し を す る と 言 う な 。 今

3ごibo1=ba,minibeyealbaxa;JiUlde=senご010+durbaxanamur=xanayoun

で も 私 は 役 所 に 勤 め て 残 っ た 暇 に 少 し 休 ん で も 何 が

4bi.bayinbayintan-taieyige=Jitege=JikelelCe=Jiyouke=nei[1].mUnkUt6r61

あ る(悪 い こ と は な い)。 し ば し ば あ な た 達 と あ れ こ れ 話 を し て 何 に な る か 。 や は り親

5ayimaqtula,tan+1sayiJIrニtuγaikUmUnbo1=tuγaigeニkUsananbi§iU.biod6arγa

戚 だ か ら 、 あ な た 達 が 良 く な れ 、 一 人 前 に な れ と い う 思 い で は な い か 。 私 は 今 策 が

6yada=ba.bidangsayiturtan+iylgiJaニJiminixub1+yirlkereqtugaニx+asub「 きi,

尽 き た 。 私 は た だ よ く あ な た 達 を 教 え て 私 の 自 分 の 仕 事 を 果 た す だ け で 、

アsonos=xuUlUsonos=xunitan+idur+arbol=u=ya.nama+yigiyaγa=yage=nei::.:=

聞 く 聞 か な い は 貴 方 達 の 好 き に 任 せ よ う。 私 を ど う し よ う と い う か 。』」

【第4話 】(TMの 第39話 、 『語 録 』 『初 学 』 の 第7話)

86ikitadbi6iq6ida=xukUmUnbi§iU.or6iu1=xu+yigisur=bala,tong

「あ な た は 漢 文 が で き る 人 で は な い か 。 翻 訳 を 学 べ ば と て も

9kimdabaxa.yerUsan蚕ki6{…=JitasuralUgeiJerge-bdrsur=xubo1=balaxoyar

簡 単 だ 。 た だ 一 生 懸 命 に 中 断 せ ず 続 け て 学 ぶ な ら 、 二 ・

10γurbanJi1+iyinx6ron-du,Jayan+dansayiJlra"xuyouman.kerbenige6dUr

三 年 の 聞 に お の ず か ら 上 達 す る も の だ 。 も し も 一 日

3alduJir=TMの 満 洲 語 はsilemin「 耐 久 力 の あ る 」 で あ る 。 これ に 対 応 す る モ ン ゴ ル 文

語 形 はd6JIr「 有 耐 力 的 」(《 蒙 双 洞 典 》[1999:1209])で あ る。

3a2eri・ne=現 在 ・未 来 時 制 形 の 語 尾 で 母 音 が 長 い の は 、 こ の1例 の み 。

3a4youke・nei[!]=youge・ne1「 何 を 言 うか 」 ま た は 、youki・nei「 何 を す る か 」 の 誤 。

『語 録 』 に はye。ge・nei、 『初 学 』 に はyeoki・naと あ る 。

3agbo1・bala:語 尾 を 書 き 換 え た 跡 が あ る。 元 の 字 形 はbo1・xulaに 見 え る 。 『語 録 』 と 『初

学 』 に はbo1・ha]aと あ る 。
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図9.ト ド文 字 一 百 条(3b)
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lsur=ad,xoyor6dUr[6nJiニ]bele,darulxorinJilbiごiqung蓉i=ba6u

学 ん で 二 日 過 ご せ ば す な わ ち 二 十 年 本 を 読 ん で も 、

2mUntalarbaxa・abaγaiminiorCiu1=u=qsan+iUJe=」1,baxanJasaニJixayirla=.

や は り 無 駄 な の だ 。」 「兄 上 私 の 翻 訳 し た も の を 見 て 少 し 直 し て く だ さ い 。」

3ご1nisur=su★niyekenemeニJi.UgebUriayjtajUJUqbUritodo.bi6ixan

「あ な た の 学 ん だ こ と は 多 く 増 え た 。 語 は み な 流 暢 で 文 字 は み な 明 瞭 だ 。 少 し

4こiγabaUgei.蓉i1γa=」1UJeニbele,bariニsヨroro=xuyouman.ene

も 欠 点 が な い 。 受 験 し て み れ ば 、 す ぐ 受 か る は ず だ 。 今

5udabi[ごjye]6i§i1γaニxu-du,nereyabuu1ニbuUgeyi★yU.蓉ilγaニJibolultai

回 、 筆 帖 式 の 試 験 に 名 前 を 提 出 し た か し て な い か 。」 「受 験 す る こ と が で き る

6bo1=bala,nengsayinyoumansanJ1.γaq6abiごig+iyin§u[sa]iy[aγa=Ji]bo1=xubui .

な ら 非 常 に よ い こ と だ ろ う に 。 た だ 、 文 秀 才 は ど う し て で き る か 。」

7eneごinixan+asuγarニsanxouli,ごiniadalinayimanxo§iun+1茗usai

「そ れ は ど こ か ら 出 た き ま り か 。 あ な た と 同 じ 八 旗 の 秀 才 は

866m葦i1γa=Jibo1=xubayi=tala,6ima+yigiγaJar[1]蓉i1γuulaニxuUgeiyosu

皆 受 験 す る こ と が で き る の に 、 あ な た を 一 人 だ け 受 験 さ せ な い 道 理 が

9bay1ニnu・tereUibayi=tuγai,Jurum-tusurγa1+iyink〔iUkedご6mbo1ニxu

あ る か 。 そ れ だ け で は な く 、 義 学 の 子 弟 た ち が 皆 大 丈 夫

10bo1=6d,蓉usai-9jyoukele=kUbui.蓉i1γa=Jibo1=xutula,ごinid6U

な の に 、 秀 才 は 言 う ま で も な い 。 受 験 で き る の で 、 あ な た の 弟 は

3b1[OnJi・]bele=『 語 録 』 に はonji・bala、 『初 学 』 に はunji・balaと あ る 。 語 尾 が 女 性 母

音 で あ り、6nJi・beleと 推 定 され る 。

3b3sur・su桶=TMの 満 洲 語1こ はtacihangge「 学 ん だ こ と(は)」 と あ る 。

3b4bar1・s酔:TMの 満 洲 語 に はsefereheiと あ る。bari・,sefere一 の 原 義 は い ず れ も 「掴

む 」 で あ る が 、 こ の 形 で 「す ぐ に 」 の 意 味 を 表 す 。(注16)

3b5bi[eiye]Ui:『 語 録 』 と 『初 学 』 に はbiciyeciと あ る 。

3b6biご1g+iyingu[sa]1:『 語 録 』 と 『初 学 』 に は9usaiと あ る 。TMと 『語 録 』 の 満 洲

語 はbithei§usaiと あ り、 対 応 す る 漢 語 は 『語 録 』 で は 「文 秀 才 」、 『初 学 』 で は 「文

生 員 」 と あ る 。

3b6y[aYa・Jr]:『 語 録 』 に はyaga・ji、 『初 学 』 に はya・jiと あ る 。

3b8γaJar[!]=『 語 録 』 と 『初 学 』 に はgancarと あ る 。 文 脈 上 の 意 味 か ら γanearの 誤 記

と 推 定 され る 。
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lenex6ron-dusaya蓉arda=JimanJlubi6iqJa1γa=Jibayi=nai.xurdun

こ の 聞 よ う や く 急 が せ て 満 洲 語 の 書 物 を 教 わ っ て い る 。 は や く

2nereyabuul=.ごag+ibitUgeialda=::.::

名 前 を 提 出 し な さ い 。 時 機 を 失 う な 。」

【第5話 】(TMの 第1話 、 『語 録 』 『初 学 』 の 第1話)

3sonos=xunaご10d6manJlubiご1qsur=naige=nei.ma蓉isayin.manJlu

「聞 け ば 、 あ な た は 今 満 洲 語 の 書 を 学 ん で い る そ う な 。 と て も よ い 。 満 洲

4〔jgege=qdi,bidan+ierlgterigUUnerkinkereq,daruikltad+iyin6rδr+On

語 と い う の は 、 我 々 の 第 一 に 大 切 な こ と だ 。 す な わ ち 漢 の 各 々 の

5gaJar+iyinUgeadali.eseiidaニbalabo1=nu.teyimibi導ibo1ニxunayoun

土 地 の 言 葉 と 同 じ で 、 で き な け れ ば な ら な い 。」 「そ う で な く て 何

6bi・biarbanJili16Ukitadbiごiqsur=ba.od6bo1=tolo

だ(そ の 通 りだ)。 私 は 十 年 以 上 漢 文 の 書 を 学 ん だ 。 今 に な る ま で

7tongekitoloγoiγar=san[Ugei.]kerbebasamanJlubiUiqung蓉i=xu

全 然 頭 が 出 な か っ た 。 も し ま た 満 洲 語 の 書 物 を 読 ま

8Ugei,orご1u1=xuUgelsur=xuUgeibol=bala,xoyortalaごOmsatu=xu一

な い 、 翻 訳 し な い 、 学 ば な い な ら 、 両 方 と も 皆 立 ち 遅 れ る こ と

9dukUr=nei.im+1yirltula,binigen-dUbo1ニxuna,abaγayi+giUJe=kξ …ire=be.

に な る 。 こ の よ う な 訳 で 、 私 は ひ と つ に は 、 兄 上 に 会 い に 来 た 。

10」 「6ibasa6bUgUnax+asuγuyi=xuγaJarbayi=nai.yerUaman6=kU-dUkeご6U.

さ ら に ま た 老 兄 に お 願 い し た い こ と が あ る 。 た だ 口 を 開 き(言 い)に く い 。」

4a56ida・bala:語 尾 を 書 き 換 え た 跡 が あ る 。 元 の 字 形 は こida・xulaに 見 え る 。 『語 録 』 に

はcida・hala、 『初 学 』 に はcida・balaと あ る 。

4a7ekitolOyoiγar・:「 頭 が 出 る 」 は 「も の に な る 」 の 意 。

4a7[Ugei.]:『 語 録 』 と 『初 学 』 に はugeiと あ る 。

4a8bo1・bala:語 尾 を 書 き 換 え た 跡 が あ る 。 元 の 字 形 はbo1・xunaに 見 え る 。 『語 録 』 に は

bo1・hUna、 『初 学 』 に はbo1・balaと あ る 。
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l6Un-dUyounbi.Ugebayi=baladaruikeleニ.miniごida=xukereqbo1=xuna,

「そ ん な こ と は な い 。 話 が あ れ ば 直 ち に 言 い な さ い 。 私 の で き る こ と な ら 、

26ima+dubibasaer61e=n〔Lminiγuyi=xu★niabaγaixayirlaニxuni,Joboニnai

あ な た に 対 し て 私 も 遠 慮 し よ う か 。」 「私 の 願 い は 兄 上 が 慈 し む な ら 、 面 倒 で

3ge=Jiyaga=nai.601a601akerkedUnanggimanJluUgeJok〒=γad,nada

も 仕 方 が な い 、 暇 な 折 に 何 篇 か の 満 洲 語 を 作 っ て 、 私 に

4ung蓉iu1ニxubo1ニbuu.d6Ubio1ニ 」1kUmUnbo1=bogem,ごuqabaγai-ink19iq

読 ま せ て も ら え な い か 。 弟 の 私 が 一 人 前 に な る こ と が で き れ ば 、 す べ て 兄 上 の お 蔭

5bigiU.yaγa=ba6ua6i+yigimarta=xuUgej.erkeUgeikOndU-dUxariu「=ya.

で は な い か 。 決 し て ご 恩 を 忘 れ ず 、 必 ず 厚 く 報 い ま し ょ う。」

6youn-duiyige=」1keleニnei.こiyerUbigiulus★yu.γaqこaごini

「何 で そ の よ う に 言 う の か 。 あ な た は 全 く 他 人 か 。 た だ あ な た の

7sur=xuUgeyi+gikele=kUbuyiJa.sur=yage=be★gem,biJalbari=」16ima+yig1

学 ば な い の を 言 う の だ ろ う 。 学 ぼ う と言 う か ら に は 、 私 は た だ あ な た が

8kUmUnbol=tuγaige=nebi蓉iU.xariu1=yage=qごiyamarUge.bidan+idotoro

一 人 前 に な れ と 言 う の で は な い か
。 報 い よ う と 言 う の は 何 た る 言 葉 か 。 私 た ち の 聞 で

9keleニJibo1ニnu.teyi=kU16,bisUJUqle=」1蓉UtU=qs6rbara誉iUgei.yerU

言 っ て い い こ と か 。」 「そ れ な ら 、 私 は 頼 り に し 畏 敬 し て 尽 き な い 。 た だ

10mUrgU=s6rtalaOkUkUbi§i,youkiニkUbi::書::

叩 頭 し て 感 謝 す る よ り他 に 何 が で き よ う か 。」

4blbayi・bala:書 き 換 え た 跡 が あ る 。 『語 録 』 に はbai・hana、 『初 学 』 にbai・balaと あ る 。

4b2xayirla・xuni=語 尾 の 綴 り は 形 動 詞 語 尾 ・xuに 第3人 称 所 属 を 表 すniが 付 い た 綴 り

と 同 じ で あ る が 、TMの 満 洲 語 で はgosici「 慈 しむ な ら 」 と 、 仮 定 副 動 詞 語 尾ciが 付

い て い る こ と か ら、 ・xuniは 仮 定 副 動 詞 語 尾 と 考 え られ る 。

4b4b。1・bogem:TMの 満 洲 語 で はbahafihOwagaci「 成 就 す る こ と が で き れ ば 」 と 、 条

件 形 に な っ て い る 。4bア のge・be勺emも 連 綴 さ れ て い る が 同 じ構 造 の 形 式 で あ る 。

4b4abaγai-[yi]n:『 語 録 』 と 『初 学 』 に はabagai-yenと あ る 。

4b6[γaq]こa:『 語 録 』 と 『初 学 』 に はgakcaと あ る 。

4blOtala6kUkU:TMの 満 洲 語 はbanihabure「 感 謝 し;礼 を 言 い 」 と あ る 。OkUkUの 二

番 目 のkUは 書 き 換 え た 跡 が あ り 、そ のkの 字 形 も 他 の 箇 所 と 異 な る 。『語 録 』 に はtala

ukusu、 『初 学 』 に はtalaukhuwasと あ る。
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【第6話 】(TMの 第42話 、 『語 録 』 『初 学 』 の 第2話)

1manJlukeleごinikele=qse★nibaxanayataibo1=Ji.xamabayi=nai.bikUmUn+ei

「満 洲 語 は(あ な た の)話 す の は 少 し 滑 ら か に な っ た 。」 「と ん で も な い 。 私 は 人 の

2kele=seylnimede=beごig1,minibeyekeユe=kUnibasaedUi.kUmUn+eiada]ibUkUl+巨r

話 し た の は 分 か る が 、 自 分 が 話 せ ば ま だ ま だ だ 。 他 の 人 の よ う に ま と め て

3kele=Jiごida=xuUgeitOdUibi§i,nlgendara+γourdOrbOtabunUge6i

話 す こ と が で き な い だ け で な く 、 ひ と続 き に 四 五 語 で

4bo1=ba,6uqJa1γa=」16idaニxuUgejyouman.tere6ibayiニtuγai,xaγ'1nnige

あ っ て も 、 す べ て 続 け る こ と が で き な い の だ 。 そ れ だ け で な く 、 却 っ て ひ と つ

5」1qteiyoumanbayiニnai.kele1ごe=kU+yinuridadimiyilata蓉ara=xubo1=bou,

変 な こ と が あ る 。 話 を す る 前 に た だ 間 違 え な い か 、

6end6〔jre=kUbo1ニbouge=JitataγalJ=adyerUerist[..][kele]16e=k〔jtengk6Ugei.

誤 ら な い だ ろ う か と た め ら っ て 、 全 然 き っ ぱ り と 話 す 自 信 が な い 。

7iyimjbayi=tala,nama+yigiyaγa=」1kele=ge=nei.nadasur=xusan昌nyerUbayi=Ji,

こ ん な で い て 、 私 に ど う し て 話 せ と 言 う か 。 私 に は 学 ぶ 気 が 全 く な く な っ た 。

8sana=xanayamarJUyi1+6rsur=baごu,basaenebltUrbayiニtuγaineme=」 ゴdida=xu

思 え ば ど ん な や り方 で 学 ん で も 、 や は り こ の 程 度 だ ろ う。 進 歩 で き る

9ge=JiU.ene6dm6iniesedasニuニqsanxariya.bi6ima+duJa=」 てkele=kU.

だ ろ うか 。」 「そ れ は す べ て あ な た が 慣 れ な か っ た た め だ 。 私 は あ な た に 教 え て 言 う。

10kenkenごibitUgeibodo=・yerUtoヒ61du=qsan+iUJe=JiereUgeikele=.

誰 で も 構 う こ と は な い 。 た だ 見 か け た 人 に 会 っ て 遠 慮 な く 話 し な さ い 。

5a2kele・seyinil語 尾 は 不 明 。TMの 満 洲 語 はgisurerebe「 話 す こ と を 」。 『語 録 』 は

kele・seiniと 同 じ 語 形 で あ る が 、 『初 学 』 に はkele・sen+i「 話 し た こ と を 」 と あ る 。

5a6t[..]=『 語 録 』 に はtes、 『初 学 』 に はtasuと あ る 。

5a6[kele]1Ce・kU:『 語 録 』 に はkelelce・ku、 『初 学 』 に はkelelce・huと あ る 。

5a8enebitUrbayi・tuγai=TMの 満 洲 語 に はerehUmandabalaと あ り 、 浦 ・伊 東[1957:

169]は 「こ の 手 並 み だ け だ 」 と し て い る 。bayi・tuyaiは 書 き 換 え た 跡 が あ り 、 元 の 字

形 はbuylJaに 見 え る 。 『語 録 』 に はenebiturboidza、 『初 学 』 に はenebiturbulje

と あ る 。

5agxariyalTMの 満 洲 語 に はharan「 た め 、 故 」 と あ る 。
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lbasanGm-dumergengUU導iulus+uyigieri=Jitangγudbi6iqsur=.manJIu

ま た 経 書 に 通 じ た 先 生 た ち を 捜 し て チ ベ ッ ト語 を 学 び な さ い 。 満 洲

2〔jge+dUke66Un6kUd+teikele1ごeニ.ddUrbo1γonご6JileニkU〔jgetemdeqleニkU

語 に 強 い 友 人 た ち と 話 し な さ い 。 毎 日 暗 記 す る 言 葉 を 記 し な さ い 。

36aqbo1Vonkele16e=bele,keleayitaibo1=xubigiU督eyige=Jisur=bala,yaγaニba

常 時 話 せ ば 舌 が 滑 ら か に な る で は な い か 。 こ の よ う に し て 学 べ ば 、 ど う し て

46unigexoyorJi1+iyinx6ron-duJayan+dansanan+aidur+昌raman+iJoriγ+ar

も 一 二 年 の 間 に 自 然 に 心 の 思 う ま ま に 口 の め ざ す ま ま に

5kele=Jiご1da=xubaxana.ごida=xuUgeltulabasayouJo[bo]=xubui==.==

話 す こ と が で き る の だ 。 で き な い か ら と い っ て ま た 何 を 悩 む こ と が あ る か 。」

【第7話 】(下Mの 第37話 、 『語 録 』 『初 学 』 の 第3話)

6abaγai6inimanJluUgeyamarご010-dusur=sanbui.ayalayuab=xu*nisayin

「兄 上 、 あ な た の 満 洲 語 は ど の よ う な 暇 に 学 ん だ の か 。 発 音 す る の が 上 手

7bo1=6d,todo.minimanJIuUge・giyout6こo=Jikelelie=kUbui.abaγai

で 、 明 瞭 だ 。」 「私 の 満 洲 語 を 何 に 数 え て 言 う こ と が あ る か 。 兄 上 は

8xayirlaニJieylge=」1ketUmaqta=xubuyiJa.mininigen6kUr+1yinmanJguUge

慈 し ん で そ の よ う に 過 分 に 褒 め る の だ ろ う。 私 の 一 人 の 友 人 の 満 洲 語 は

9sayintodorxoibo1=6dxurUa.biこixan6ikitadayisUgei.ma蓉i

上 手 で 明 瞭 で あ っ て 鋭 い 。 少 し も 漢 語 な ま り が な い 。 と て も

10bolbosur=Ji.teyimibo1=6d,Uligerbasaolonmede=nei.teresaya

熟 達 し て い る 。 さ ら に 、 昔 話 も 沢 山 知 っ て い る 。 彼 こ そ

5b5baxana:こ の 語 は2a7に も 現 れ る が 、 い ず れ もTMの 満 洲 語 はkai「 ～ だ ぞ 」 が 対 応

し て お り 、 文 末 語 気 詞 と し て 確 認 を 表 し て い る 。 こ れ に 対 応 す る モ ン ゴ ル 文 語 形 は

baqan -a「 雲 了,而 已 」(《 蒙 双 洞 典 》[1999:412])で あ る 。baxa(1a2)の 注 釈 も 参 照 。

5b5」 。[bo]・xu:『 語 録 』 に はjobo・hU、 『初 学 』 に はjoba・haと あ る 。

5b7todo:書 き 換 え た 跡 が あ る 。 下 の 句 点(二 点)の 一 つ の 点 が 欠 け て い る 。

5bアyout6ごo・ 」1=「 何 を い い も の と 見 な し て 」 の 意 。
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図14,ト ド文 字 一 百 条(6a)
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6a

lmergenge=Jibol=o=nai.tereこim+asuyamarbui.biyaγa=」1t6Un-dUadlid _

賢 い と 言 え る 。」 「彼 は あ な た と 比 べ て ど う か 。」 「私 が ど う し て 彼 に 比 べ

2xa=」1bo1ニxubui.tongt6Un+eikiribi蓉i.tenggeriγaJaradalialusla=」1

ら れ よ う か 。 と て も 彼 の 比 で は な い 。 天 と 地 の よ う に か け 離 れ て い る 。

3uこiryounbige=k〔jne,t6Un+eisura=su★ninarin.mede=ses"niolon.bi6iq一

そ の 理 由 は 何 か と 言 え ば 、 彼 の 学 ん だ こ と は 詳 し い 。 知 っ て い る こ と は 多 い 。 書 物

4tUduratai,od6bo1=tolo,basaaman+asanJaylla=xuUgeiご6」11eニs∈ …r

が 好 き で 、 今 に 至 る も 口 か ら 離 れ ず に 暗 記 し て

5bayi=nai.γar+ヨsuangkiJira=xuUgeiUJe=s邑rbayi=nai.t6Un+iyiglgUyi6e=ya

い る 。 手 か ら 離 さ ず 見 て い る 。 彼 に 追 い つ こ う

6ge=bele,Un6rberkebigiU.abaγaiUinieneUgebaxantagaraニsanUgei

と 言 え ば 本 当 に 難 し い で は な い か 。」 「兄 上 、 あ な た の そ の 言 葉 は 少 し 間 違 っ て い な い

7ge=nUU・iingUnenbo]=xul5,xadanebter=neige=Jikele=deq.terebasa

か 。 真 剣 に な れ ば 岩 を 貫 く と 言 う。 彼 も ま た

8sur=ご1ご1da=qsa★nibuyiJa.yer〔jt6r61kimede=kU★nibi蓉i.bidat6Un一

学 ん で で き た の だ ろ う。 決 し て 生 ま れ つ き 知 っ て い た の で は な い 。 私 た ち が 彼

9dUkUr=kUUgeiγaJarxabui.tereyamarJUyi1+6rbolbosur=sanmede=sen

に 到 達 で き な い 所 は ど こ に あ る か 。 彼 が ど ん な に 熟 達 し 、 知 っ て

10bo1=tuγai,bidaγaq6asedki1+iこingYabatubariニJisana§imda=」1surニxuna

い る と し て も 、私 た ち は た だ 心 を し っ か り と 持 っ て 、 心 を こ め て 学 ぶ な ら ば 、

6albo1・o・nai:書 き 換 え た 跡 が あ る 。 二 番 目 のoの 字 形 は 他 の 箇 所 と 異 な る 。

6a3sura・su*ni=TMの 満 洲 語 に はtacihangge「 学 ん だ こ と 」 と あ る 。sur・su★ni(3b3)と

同 じ語 形 と 考 え られ る が 、 語 幹 末 に 母 音 字aが 書 か れ て い る 。

6a2alusla・ 」1=こ の 語 で 文 が 終 わ る が 、 そ の 後 に 句 点 が な い 。

6a5g口y忙e・ya=語 尾 と 語 幹 は 母 音 調 和 に 合 わ な い 。
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図15.ト ド文 字 一 百 条(6b)
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6b

lkedUiteretUyi1-dUkUr=616ida=xuUgeibo1=bo6u,basaerkeUgei

い く らそ の 極 み に 達 す る こ とがで き な くて も、 また 必 ず

29axa=nabuyiJa.

近 づ く だ ろ う。」

6bltUyi1-dU:モ ン ゴル文 語tuyi1「 極 」に対応す るオイ ラー一ト文語 の第1音 節 は女性 母

音 であ る(萌 正孔甫 ・巴徳珊[1979:305])。

注

(1)富 俊(1749～1834)は 、姓 は卓 特 、字 は松巖 。蒙古 正黄 旗人 で 、清 の 乾隆 、嘉 慶 、

道 光の 三朝 を通 して、翻 訳 進 士か ら内閣大 学士 ま で昇進 した官 僚 で あ る。彼 の経歴 は『清

史稿 』(巻 三百 四十 二 、列傳 一百 二十 九)や 『清 史 列傳 』(巻 三 十 四)、 『続碑 傳 集 』(巻

二)な どに よって知 る こ とが で き る。

(2)李 徳 啓[1933:29]、 黄 洞 隼 ・屈 六生[1991:102]、 北 京市 民族 古 籍整 理 出版規 剣 小組

亦 公室満 文 編輯 部[2008:63-64]、 等 。

(3)八 省 区蒙 古活 文工 作切 作 小組 亦 公室[1979:222-223]、 お よび 《中 国蒙 古文 古籍 忌 目》

[1999=1179-1180]、 等 。

(4)満 洲 語 、モ ン ゴル語 、 オイ ラー ト文 語 をそれ ぞ れ原 文字 で 写せ ば次 の とお りで あ る。

満洲語:脇 緬/翻 ぐ沸 ハ 副

モ ンゴル語 蜘 飼 ・耐 ～蜘 ㎡ 酬 即 嚇

オイラー ト文語:㌔ 蝉 伽 剛 圃 燗

(5)「序」の原文は満洲語、モンゴル文語、トド文字、漢語の四種類の言語 を並べている。

訳文は主としてモンゴル語によ り、他の言語 を参照 した。次に漢語の原文を挙げ る:

「(1a)稽古六書之作,原 有譜聲假借轄注諸法 ,(lb)而 其義要蹄於同,故 日同文.清 書蒙文

字膿少別,(2a)而 大署相彷,前 以清文繁博,間 遇奮語新話,(2b)初 學未能遍記.一 時査封

無門,愛 承(3a)先 大夫志,輯 三合便 覧一書,集 新菖諸(3b)清 語,以 十二字頭次序排纂,仰

翻簡者,(4a)瞭 如指掌,造 已 【己】亥歳富俊成蒙古進士,授 禮(4b)部 額外主事,多 有蝕暇,

因憶蒙文尤彩,査 考不易,(5a)途 將蒙文亦依十二字頭次序羅列成編,柳 供探揮,(5b)惟 蒙

文 中有種托武字,本 係準噛爾厄魯特之文.自 我(6a)朝 卒定準鳴爾後,鯨 黛部落投誠分駐

伊梨科布多等庭,定 以(6b)朝 観班次,恒 有文牒性來,辮 者較少.乾 隆(7a)四 十一ヒ年,軍 機

大臣,(7b)奏 請在京設立托武學,蒙 古八旗各置學生一名,使 之#(8a)業.童 而習之,獲 以

儲才待用,制 甚善也,丙 辰(8b)春 富俊奉命参賛科布多事務,(9a)塞 清政簡.不 敢怠荒.嘗

於公鯨,訪 求善曉托武字腱之(9b)人,楷 與考論,依 式華繕.恐 後學遽難 口熟,(10a)首 列

蒙文,次 以清文繹音,次 托式字,次 清(10b)語,而 以漢字居末,逓 分五格,層 層印讃,閲

(11a)歳 告成.蓋 蒙文字無圏貼,非 口授不能得其音.(11b)托 武者即蒙古語明 白一字也.因

以蒙古托戚彙集名編,(12a)從 事於斯者,展 巻易知,不 無禅益(12b)云 爾,是 爲序,嘉 慶丁

巳孟春(13a)樫 巖富俊書,」
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(6)《 中 国蒙 古 文 古籍 忌 目》[1999:1180]で は 、 こ う した名 前 の物語 が 付 され て い る と

記 してい る。原文 は 「図3,ト ド文字 字母 表(2a)」 の 第7行(最 終 行)を 参 照 された い。

(7)栗 林 均 ・斯欽 巴図[2009]は 、 この発 表 を も とに加 筆補 正 した もの で ある。

(8)『tanggOmeyen(一 百 条)』 にっ いて 、『三 合語録 』 の序 文 に は 「乾隆年 間 に智 信 が清

語 百条 を編 纂 した 」 とある。

(9)浦 廉 一 ・伊東 隆夫[1957]は 『tanggUmeyen(一 百 条)』 の解 題 、諸 本 の比較 、 全篇

の ロー マ字 転 写 と 日本 語訳 で あ る。 『tanggUmeyen(一 百 条)』 の類 書 と して、満 洲 語 と

白話 体 漢文 の対 訳 で あ る 『清文 指 要』 が あ る。

(10)同 書 の 閲覧 、撮 影 、公 刊 の許 可 をい ただ いた 北京 大学 図 書館 、 さらに閲 覧 に際 して

ご助 力 いた だ いた北 京 大学 外 国語 学院 の銚 克 成(YaoI(echeng)副 教 授 に感 謝 の意 を表

します。

(11)ロ ー マ 字転 写 方 式は 、サ ンボ ー ドル ジ ・橋 本[2005]に よ る。原 本 の破 損 で判読 困

難 な箇所 は[]に 入れ た。 また 、図3の 下部 に、満 洲 文字 で読 み方 を示 す 書 き込 みが

あ る。 これ を 【 】 に入れ た。

(12)以 下 、本 稿 で 引用す る トド文字 は 、印刷 の都 合 上反 時 計 回 りに90度 回転 させ た形

状 で示 す 。 トド文 字 の フォ ン トは、新 彊 ウイ グル 自治 区の印刷 物 に使 用 され て い る字 体

を見本 に作成 した もの で ある。

(13)破 擦 音 を表す4種 類 の文字 が使 われ る場合 、 それ らは次 の よ うに区別 され る。(サ

ン ボー ドル ジ ・橋 本[2005:94]、 恰 圏[2003:127-131]、 カ ッコ 内は発 音 を表 す)。

しか し、7と7の2種 類 の文 字 しか使 われ てい ない場 合 、 ロー マ字転 写 に は2種 類 のや

り方 が あ る。 その 第1は 、同 じ字 形 を 同 じロー マ字 で転 写す るや り方 で、7を 」、7を6

と転写 す る。 第2は 、オ イ ラー ト語 の発音 を考慮 して、7をiの 前 で は 」に 、それ 以外

ではzに 転写 し、 同様 に,を1の 前 で は6に 、それ 以外 で はcに 転 写す るや り方 であ

る。(サ ンボー ドル ジ ・橋 本[2005:93]、JlyBcaH6a朋aH[1975:31])。 本 稿 で は 、第

1の 転 写 方法 を取 った。

(14)ma,surγuuli「 学 校 」 で は、子 音字Vの 後 で、vの 字形 が使 われ 、 さ らに母 音字

の連続 で 回 とい う表 記 に な ってい る。

(15)《 蒙 文和 托 武 蒙文 》[1976:172]で は 洲(ご01δn)「 空 因(暇)」 と女 性 語 と して

表 記 され る。B.X.ToAaeBa[2001:429,444]に は40noとgeneeH(い ず れ も意味 は

cBo60AHoeBpeMfi「 暇 」)、とい う2種 類 の表 記が あ る。

(16)モ ン ゴル語 でbaribari・ γsaγarは 、 「当即,立 即tの 意 味 で使 われ る(《 蒙双i司 典 》

[1999:438])。 こ の熟語 に対応 す るオ イ ラー ト文語 はbar1・qsarで あ る(硯 正孔 甫 ・

巴徳珊[1979:110])。
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